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官
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配
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前

書

が

最

尨

詳

細

：
で
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ぁ

り

，

.寺
領
こ
れ
^

次
ぎ
ノ
榮
領
は
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簡
略
セ.
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り
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名
领
違
簡
の
#

が
甚
だ
し
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と
い
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ヒ
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衾
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原
資
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:
‘
差
障
な
い
と
敔
比
れ
る0
做
こ
の
.順
位
ょ
.り
す
れ
ば
ノ
そ
の
他.の
私
領
は
更
に
下
位
に
あ
つ
た
と
考
へ
る
9

江
戶
芝
の
.增
上
.寺
の
私 
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一

領
御
靈
屋
料
で.あ

つ

た

武

藏

荏

原

，都

.蓮
沼
村
の
條
目
が
、
頗
る
簡
單
尨
る
汍
箇
條
5:
'

載
せ
て
ゐ
ー
る.め
過
ぎ
故
：い
の
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こ
れ
を
證
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す
る■
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旗
本
の
少
な
い
こ•と
は
一
致
す
.る

が

、

そ

れ

か
：̂
推

測

し■て

そ

の

他

の

私

領

寺

領

，
は

さ

^

に

下

位

.
/

.
: 

: 」

に
あ
つ
た
と
す
る
の
は
必
ず
し
も
當
ら
な
い
。
私
藏
の
五
人
組
帳

.の
ぅ
ち
、
大
名®

の
分
は
皮
內
藩•
安
中
蕾
节
河
藩
r

v
ス
橋
顧
•
田

.

.

;

.

」

，

•

安
領
み
勢
崎
藩
そ
の
他
で
外
檬
大
名
の
分
は
な
い
。
從
つ
て
燊
原
兵
の
や
ぅ
：啟
分
類
を
試
み
龙
か
づ
た
。
唯
譜
代
大
名
の
ぅ
ぢ
に
も
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領
に
お
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て
は
類
似
性
が
頗
る
强
い
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第
ー
；種
の
五
人
組
-

.

帳
前
#

^K

部
分
が
天
領
に
屬
す
る
？
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か
に
寺
領
に
一
つ
、
旗
本
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に
一
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あ
る
P
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で
あ
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あ
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嘗
所
支
配
の
付
々
め
五
人
組
帳
前
書
を
決
；定
沈
石
者
^

^
襌
に
お
れ
て
化
官
自
身
が
だ;-
1
>た
：
や
ぅ
で
：
あ

る

。
、
山

本

大

臍

の

如

き

法
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V
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■

令
の
大
集
成
を8

し
て
自
ら
印
行
しi

l
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し
か
..し

-5
一
丸
：}とC

回
六)

と

は

共

：
に

供

桊

曼

助

蒈

所

ザ

共

1

拾
艽
ヶ
' #
で
多
る
-0
内
容
は
酷
似
し
て
は
ゐ
る
が
、

： 
一)

■

.

な
^
 々

'却
.っ
て
ず
：つ
ど
後
の' 
五
四)

の
眷
竹
斑
三
右
衞
门C0
'

分
が(

三
九〕

と
內
容
全
く
同-一
で
‘

る
？
從
0
,て
代
宫
^

第

海

っ
.：：て
、
_
だ 

•!
?
.い
、
力

減

で
. ^
り

|

定
.の
論
を
立
て
得
な
い
。
以
前
か
ら
の
前
書
'を
そ
の
.ま
、
に
踏
襲
し
た
代
官
も
あ
れ
ば
、
兎
に
句
從
來 

.の
に
パ
ノ1>
,で

も

筆

を

加

へ

な

け

4

ば
滿
足
し
.得
な
.い
代
官
も
あ
.っ
た
の
，
あ
ら
ぅ
。_し
.か

、
じ

槪

し

て

.い

.ぺ

.ば

、

天

領

の

、
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說
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;
は

變

低
 

が
少
な
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、
平
凡
で
あ
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山
本
火
膳
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人
紐
板
，本
に
は
ニ
種
あ
る
。

1

っ
は
從
來
f

'の
と
'同
じ
く
七
十
筒
攀
終
り
と
し
た% ;
冬

*
‘他
は
さ
ら
"泛
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•
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:
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，
七
簡
條
を
追
加
し
た
分
と

‘で
あ
るo
こ
の.こ
と
，は-幸
2
:成
友'博
士
の
御
注
意
に
依
っ
で
知
り
得
た
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勿
論
代
官
支
配
で
も
相
當
特
異
性
を
も
っ
て
ゐ
る
も
‘の
が
な
い
で
は
な
い
。
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八〕

は
代
官
前
澤
藤
十
郎
の
支
配
で
あ
る
が
、
諸
腺 

m

異
色
あ
.る
修
正
が
施
さ
ル
で
ゐ
る
。
例
，へ
.は
第
十
三
條
に
百
姓
の
衣
類
を
規
宛
し.て
ゐ
る
ど
と
.は
、
他
と
變
り
が
な
い
が
、

「

然
共
平 

W

姓.11

も
身
體
宜
激
者^ -
举
^

亦
經
紙
ヲ
^

ぺ
差
圖
ル
請
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§

謙

可

著#

と
^

认

、#

贫

者

分

特

亂

を
»

め
'
/又
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|
十

六

條

^

， 

田
畑
配
分
の
：制
限
規
定
が
公̂
に
依
れ
ば
高
拾
筘
以
內.と
あ
る
の
に
、
五
右
以
内
と
し
て
ゐ
ふ
が
妯
於
.で
.あ
る
。
し
和
し̂

修
：の
分
は
. 

概
し
：

V

變
化
は
少
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い
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:
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；
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；
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职
ば
#
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特
择
敗
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-
令

^ ̂
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4】

1
三
5
と
は
前
者
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元
祿
十
-ブ
务
で
後
者
が̂

政
.ニ
.年
で
、.

依
ゆ
^

相
當
_

抄
が
知
り
'
'か
っ
一
か
ば
亂
览̂

か
け
冬
派
地
で
あ
レ
、
他
方
が
本
國
ゥ.
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あ
り
、
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違
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の
多
い
亂

.で
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通

し

た

と

蓉
.が
認
め
ら
れ
る0
と

31
:
人
紐
帳
の
前
番
に
っ
い
て.

.
■
, 

‘ 

，.

一

七

(

i

五
一
•



•
冗
人
組
恨
の
前
書
に
っ
い
て
、

、

, 

.i

八

へ

七

S

 

’

れ
ら
•の
.大
名
領
の
•
前
書」

を
作
成
し
た
客
は
誰
で
あ
つ
た
か
ひ
勿
論
慑
主
が
命
じ
て
家
民
に
作
製
せ
レ
め
、
こ
れ
を
認
可
し
た
も
の
も 

少
紅
く
な
か
つ
た
ら
う
。f

他
方
各
地Q

地
方
役
人
が
、作
成
し
た̂
^
,も
あ
つ
た
の
で
は
なt

う
か
。

^

(

二O
と(
一
，
七

〕

と

は

村

は

違

4

が
、
共
に
土
井
大
坎
頭
の
領
分
で
あ
る
。
年
代
も
氣
曆
十
四
年
と
明
和
ニ
年
で
間
ニ
年
を
隔
て
た 

の
み
で
t

。
し
か
も
何
れ
も
寶
曆
士
韋
に
土
井
侯

Q
~

領
地
と
な
つ
た
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
前
背
に
は
十
四
年
に
特
并
大 

欠
^

碑
代
御
條
目」

と
し
，て
新
條
目
が
規
定
さ
れ
、
六
，十
七
條
も
あ
る
の
，に
對
し
、
後
者
は
僅
か
十
九
條
に
過
ぎ
な
い
。
酿
こ
こ
に
注
章 

す
べ
き
は
兩
村
の
そ
の
以
前
の"
前
書」

と
，の
比
較
で̂
-る
。
前
者
は(

一
五
.

)
K

十
九
條
あ
つ
た
も
の
が
、一
條
減
ぜ
ら
れ
て
、そ
の
内 

容
に
‘.つ
，
い
.
て

も

あ

^

り
著
し
/<
相
違
せ
ず
、
元̂

前

書」

を

改

.定

し

た
^

見
得
る
程
度
で
あ
る
。
後
者
は

(

一
四〕

八
ヶ
條
に
過
ぎ
な
力 

つ
も
も)

の
が
、.
.卜
ー
ヶ
條
增
加
し"
十
九
ゲ
條
と
な
り
托
贫
は
馨
じ
く
胤
違
じ^

’ゐ

^

’

し

か

レ

何

れ

選
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笑
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た
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f
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樣
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も
.な
、

.古
い
惯
例
に
.從
つ
ズ
變
^

;
恐
ら
ぐ
そ
の
隻
配
の
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方
役
人■

に
唸
て
改
定
ん
れ
た「

の
で
：あ
ら
うo
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旗
本
領
の「

前
書」

が
一
.般
的
.に
簡
單
で
あ
る
の
ぼ
、.恐
ら
く
彼
導
の
：多
く
が
小
祿
で
あ
り
.、
知
行
所
の
統
治
な
ぶ
に
あ
ま
り
關
心
を 

有
し
て
ゐ
な
か
つ
た
た
め
で
あ
ら
う
。

s
l
l
v
y

の
菊
間
村
ゆ
旗
本̂

ん

會

の
'村

で

あ

衾

、
こ
：の
五
人 

.

.幾

之

助

知

行

地

.の

分

で

あ

^ '
頗
る
簡
略
.で
あh
、
文
.體
も
多
ぐ
の
も.
.の

と

は

相

逾

し

て

ゐ

石

が

、

就

和

百

姓

の
！
！

訟

を

極

力

抑

止

せ 

ん
と
し
.て
ゐ
る6

が
目
に
つ
く
'
.後
に
述
.ぶ
み
や
う
に
、
な
る
べ
く
公
訴
さ
せ
ず
、
村
役
ん
の
夺
を
以
う
で
解
決
さ
せ
る

-
の

ヵ

德
n 

锦
句
め 

一̂

的
方
针
で
は
あ
つ
た
が
，
V
,
僅
か
十
^ ;
條
の
う
.ち
、.ー
ー
齒
條
ま
で
も
同
じ
こ’と
を
繰
び
返
：し
規
定
し
で
ゐ
る
の
•力
目
に
つ
く
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劈

頭- ^
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裔

守
可
蜂
5

と
い
.ふ
-や
ぅ
な
規
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を
殆
ど
ナ
ベ
て
が
揭
げ
て
“
る
所
以
で
I

O
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す
る
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ど
ん
な
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又
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ょ
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置
か
れ
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ゐ
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か
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殊
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方
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し
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觀
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。
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述
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岐
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ゐ
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檢
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.
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；
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損
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②
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仕
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葉
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；

ベ，

.

'
へr

一
、
#
代

不

成

昆
->

響

々

名

事

五

人

組

取

キ

ひ

、
：
典
渚

^

-»
1

姻
御
芾
^
 

"取
满
之
.

.■,

'
:

;
:

御
年
賃
村
ホ
舟■
可
致
布
、
山
 

,

 

 ̂

^

..-.4

汔
^

と
い
ふ
規
荣
と.合
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.
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し
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節
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滞
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が̂
§

や
|«
儀

尊

に

；
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；
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懸
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側

め

：對

策

は

終

始

變

^

#
か
0
於
。.
舊
*

の
影
着
を
:

^

.

.、
：
.

 

• 

• 

• 

• 

- 

. 

• 

■ 

< 

• 

•

/ 

•
•
•

■•
•
•
•
•

 

. 

.

.

. 

V
.

以

っ

て.藉
修
を
抑
壓̂

、
そ
れ
ら
儲
社
會
惡
圮
對̂;
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^ .
ん
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欲
^

^
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氣
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^
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.
从
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一
目
葉
が

「

前

書
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ぅ
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囘
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な
ぐ
繰
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さ
れ
て
ゐ
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方
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れ
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す
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密
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縱
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. 

や

一

ぅ

な

言

葉

が

所

:̂
に
へ
規
 

|ゆ

れ

文&
'る
：0>
-;
.
:
.
ん

r

か
し
ぐ^

五

人

組

；
の

*

帶
實
任
呔
强
調
：さ
.

れ
-̂

ゐ
备
が
：：、
：
«

實
.

は
：そ
减
實
任
既
避
^

'̂

ふ
«

い
へ
方
前
だ
：
け
：
於

 

て
ょ
， 

い
。

又
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、
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；
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.
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迸
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.
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^
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遺
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訴
訟
ば
據
な
き
場
合
に
限
り
認
め
る
方
針
を
採
り
、
出
来
る
限
り
避
け
、
そ
の
負
檐
を
輕
減
，せ
ん
と
し
た
が
、

«

際
に
.
’は
好
結
果
を
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生
凌
尨
か
, 0
た
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‘
弱
4

考
は
泣
き
癡
入̂

才
冬
や
^

な

こ

；と
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多
如
つ
た
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黯

局

惡

を

認

め

て
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禁
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狀
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が
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發
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さ
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總
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狀
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搌
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さ
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又
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。
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双
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節
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狀
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；
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狀
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：
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狀
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濟
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膽
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